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視
察
研
修
会
の
報
告 

【安
芸
高
田
市
】 

  
 

 
 

三
月
二
九
日
（金
）、
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
と
湧
永 

 
 

 

満
之
（
ま
ん
じ
）
記
念
庭
園
へ
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
今
回
甲
奴 

 
 

 

郷
土
史
研
究
会
と
し
て
は
最
後
の
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

  
 
≪

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館≫

 

 
 

 
 

昨
年
吉
田
郡
山
城
へ
入
城
し
て
五
百
年
を
迎
え
た
毛
利
元
就
。 

 
 

 

大
河
ド
ラ
マ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
ど
有
名
な
戦
国
武
将
の
ひ 

 
 

 

と
り
で
す
。 

 
 

 
 

博
物
館
で
は
、
副
館
長
さ
ん
に
よ
る
館
内 

 
 

 

の
説
明
を
聞
き
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
毛 

 
 

 

利
氏
の
先
祖
が
あ
の
鎌
倉
殿
（源
頼
朝
）
の 

 
 

 

一
三
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
『
大
江
広
元
』で 

 
 

 

あ
る
こ
と
や
、
毛
利
元
就
直
筆
（複
製
）
の 

 
 

 

『三
子
教
訓
状
』
（
毛
利
隆
元
・小
早
川
隆 

 
 

 

景
・吉
川
元
春
に
宛
て
た
手
紙
）、
屋
敷
跡 

 
 

 

か
ら
出
土
し
た
箸
な
ど
の
木
製
品
や
皿
な 

 
 

 

ど
の
陶
器
、
映
像
な
ど
で
当
時
の
様
子
を 

 
 

 

再
現
・説
明
す
る
な
ど
、
展
示
に
も
工
夫 

 
 

 

が
あ
り
、
一
時
間
ほ
ど
で
は
見
切
れ
な
い
ほ
ど
の
内
容
で
し
た
。 

 
 

 
 

ま
た
、
甲
田
町
に
あ
る
国
史
跡
甲
立
古
墳
の
出
土
品
が
展
示 

 
 

 

し
て
あ
り
、
円
筒
形
埴
輪
や
家
形
埴
輪
な
ど
が
復
元
さ
れ
て
い 

 
 

 

て
、
み
な
さ
ん
じ
っ
く
り
観
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

          
 

 
 

左
下
の
写
真
に
あ
る
、
亀
の
形
に
似 

 
 

 

た
弥
生
土
器
は
珍
し
い
と
の
こ
と
で
、 

 
 

 

と
な
り
の
鳥
の
形
の
土
器
も
見
た
こ
と 

 
 

 

が
な
く
、
弥
生
人
の
遊
び
心
に
驚
く 

 
 

 

ば
か
り
で
し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
、 

 
 

 

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
へ 

 
 

 

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

 
 

昼
食
後
、
暖
か
い
日
差
し
の
な
か
、 

 
 

 
湧
永
満
之
記
念
庭
園
へ
。
ま
だ
花
は 

 
 

 
ほ
と
ん
ど
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た 

 
 

 

が
、
こ
れ
か
ら
バ
ラ
な
ど
が
咲
く
そ 

 
 

 

う
な
の
で
、
五
月
半
ば
頃
が
見
頃
だ 

 
 

 

そ
う
で
す
。 

甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り 
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甲
奴
郷
土
史 

研
究
会
発
行   
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甲
奴
郷
土
史
研
究
会
の
歴
史
を
振
り
返
る 

  
 

 
 

令
和
六
年
三
月
末
で
解
散
と
な
っ
た
甲
奴
郷
土
史
研
究
会
。
発 

 
 

 

足
は
、
郷
土
史
だ
よ
り
に
的
弓
祭
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平 

 
 

 

成
二
一
（二
○
○
九
）年
二
月
か
三
月
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思 

 
 

 

わ
れ
、
そ
う
す
る
と
今
年
で
発
足
一
五
年
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

そ
れ
以
前
か
ら
、
藤
原
一
三
先
生
、
秋
山
謙
蔵
さ
ん
を
始
め
と 

 
 

 

す
る
諸
先
輩
方
が
、
甲
奴
の
郷
土
史
や
民
俗
に
つ
い
て
研
究
・発 

 
 

 

表
を
し
て
こ
ら
れ
、
『
甲
奴
町
誌
』
な
ど
か
ら
私
た
ち
は
『昔
の
甲 

 
 

 

奴
町
』
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 

    
 

 
 

改
め
て
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
き
た
『
郷
土
史
だ
よ
り
』の
内
容 

 
 

 

を
見
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ 

 

 
 

 

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ 

 
 

 

た
三
二
号
ま
で
の
目
次
を
表
に
し
て
み
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ 

 
 

 

さ
い
。
身
近
な
民
俗
に
関
す
る
記
事
な
ど
で
は
、
和
服
か
ら
洋
服 

 
 

 

に
な
っ
た
際
の
小
学
生
の
様
子
や
、
花
嫁
さ
ん
が
嫁
い
で
き
た
時
の 

 
 

 

様
子
な
ど
、
そ
の
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ 

 
 

 

よ
う
で
す
。 

 

お
持
ち
で
な
い
号
の
『
郷
土
史
だ
よ
り
』は
、
甲
奴
図
書
館
で
見 

 
 

 

ら
れ
ま
す
し
、
欲
し
い
方
は
鶴
本
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
コ
ピ 

 
 

 

ー
を
し
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 
 

こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
郷
土
史
に
関
す
る
冊
子
（一
部
） 

  
 

 
 

甲
奴
町
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た
『甲
奴
町
誌
』
を
始
め
と
す 

 
 

 

る
、
郷
土
史
に
関
す
る
冊
子
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 

甲
奴
町
石
造
物
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
地
図
も
掲
載
し
て
あ
り
、
冊 

 
 

 

子
を
手
に
、
見
て
歩
く
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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発行日・号 記事の題名 筆者 

発行日不詳 第１号 記念講演要旨  

甲奴町内の古石塔について 
蔵橋純海夫先生 

中国横断自動車道 尾道松江線 建設事業にかかわる埋蔵

文化財調査報告について 
 

須佐神社に伝わる古文書・絵巻物 福原 勲 

ベールを被っていた頼藤城 発掘調査報告 福原 勲 

本郷八幡神社にある永井仲兵衛の奉納した額と源為朝ゆ

かりの木刀 
秋山 謙蔵 

衣類の再利用 満重 勇三 

甲奴町内の狛犬について 藤原 一三 

甲奴郷土史研究会の発足を喜ぶ 藤原 一三 

２００９年５月 第２号 小童の「塔の宮の神々」 福原 勲 

広島藩主浅野長訓の領内巡察について 藤原 一三 

嫁ごさん見 満重 勇三 

前禰宜屋の系図 秋山 謙蔵 

2009 年１１月 第３号 銀山街道（石見路）の跡に石碑を建立しました 福原 勲 

郷土史研究会 講演会 要旨 

銀山街道の歴史 

石見銀山資料館 

仲野義文館長 

上下の俳諧 松井 義武 

火の巫女稲荷神社 秋山 謙蔵 

和服から洋服へ 小学校児童の服装の移り変わり 藤原 一三 

箸使いの禁忌について 満重 勇三 

世羅郡宇賀村の年貢納入について 藤原 一三 

小童正願寺の大般若経について 藤原 一三 

2010 年４月 第４号 備後国大田庄の視察研修を終えて 立上 清 

「千把火（せんばび）」の思い出 世良 昌士 

粟島社の歴史 満重 勇三 

善正平遺跡について 藤原 一三 

古の路 往還道 高松 利全 

宇賀上野山城主矢田氏について 藤原 一三 

2010 年１２月 第５号 第１回 町内史跡巡りを終えて 福原 勲 

岩倉神社について 世良 昌士 

伊能忠敬について 藤原 一三 

十六六指（じゅうろくむさし）（武蔵）について 藤原 一三 
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2011 年４月 第６号 研修旅行 「世界遺産石見銀山をたずねて」に参加して 真田 マツ子 

県内の先駆けとなった甲奴村のほ場整備事業 宮地 朝登 

麦 満重 勇三 

甲奴の先人を偲ぶ 伊達金三郎 田村 文夫 

中津藩備後領の年貢について 藤原 一三 

吉備津神社 藤原 一三 

2011 年１１月 第７号 第２回町内史跡巡りを終えて 福原 勲 

武塔神社 福原 勲 

甲奴郡梶田村庄屋白銀屋藤兵衛について 藤原 一三 

養光院史話 満重 勇三 

 

発行日・号 記事の題名 筆者 

 

2012 年４月 第８号 吉舎町と三良坂町の史跡を訪ねて 福原 勲 

三良坂の史跡 近藤 昭夫 

続 養光院史話 満重 勇三 

福田宮迫八幡神社 松本 行人 

須佐神社 大神輿の意匠について 近藤 昭夫 

世羅郡宇賀村の年貢上納について（２） 藤原 一三 

2013 年３月 第９号 町内寺院巡りを終えて 福原 勲 

甲奴町最古の古文書 行雲起請文（ぎょううんきしょうもん） 藤原 一三 

コラム 地名考 秋山 謙蔵 

イノセラムス 満重 勇三 

本郷八幡神社（亀山八幡神社） 秋山 謙蔵 

古写真より 甲奴村役場・上川村役場・広定村役場 秋山 謙蔵 

2015 年３月 第１０号 
須佐神社にある東久世通禧（ひがしくぜみちとみ）の歌碑 藤原 一三 

往来手形について 福原 勲 

町内史跡巡り 秋山 謙蔵 

甲奴町内の古墳 秋山 謙蔵 

古い写真 小童・宇賀・本郷尋常高等小学校 秋山 謙蔵 

2015 年 5 月 第 11 号 三原の殿様鷹狩りにお越し 藤原 一三 

    社（けいゆうしゃ） 秋山 謙蔵 

広石一理塚跡に石柱が設置されました 藤原 一三 

古い写真 上川東尋常高等小学校ほか 秋山 謙蔵 
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2016 年５月 第１２号 甲奴町内神社の「しめ柱」について 藤原 一三 

須佐神社の大神輿が来年創立５００年 福原 勲 

甲奴町内の指定文化財紹介（１回）石憧 秋山 謙蔵 

藤原一三先生の講演の要旨 小童保について 秋山 謙蔵 

古い写真 法光寺の御詠歌集団・バイクに乗る人 秋山 謙蔵 

スポットニュース 三次市の観光百選にも選ばれている岩倉

神社 
秋山 謙蔵 

2017 年５月 第１３号 武塔神社の棟札と祈祷札について 近藤 昭夫 

甲奴中学校生徒の史跡巡りについて（感想文） 秋山 謙蔵 

甲奴町内の神社の鳥居について 藤原 一三 

神仏分離についての記録 本郷八幡神社 秋山 謙蔵 

甲奴町内の指定文化財紹介（２回）本郷八幡神社六指岩 福原 勲 

銅版画 福田八幡神社・福山寺 近藤 昭夫 

201 8 年５月 第１４号 甲奴郡亀谷村の百姓一揆と福山藩 藤原 一三 

梶田村庄屋白銀屋藤兵衛 談話会の資料より 秋山 謙蔵 

享保の飢饉 談話会の資料より 秋山 謙蔵 

梶田村年貢総額 国郡志秋の巻 秋山 謙蔵 

古い写真 祇園祭 秋山 謙蔵 

ホトトギス伝説について 秋山 謙蔵 

 

発行日・号 記事の題名 筆者 

 

2019 年５月 第１５号 元禄１３年甲奴郡抜湯村 検地水帳について 藤原 一三 

史跡の紹介 弘法山の磨崖仏 鶴本 節子 

資料紹介 広島県文化財ニュース第233 号 

広島県重要文化財『御輿』の内部墨書について 
広島県文化財協会 

2020 年５月 第１６号 広島藩家老三原浅野氏の給地甲奴郡八か村の「国郡志」に

ついて 
藤原 一三 

百町往還について 近藤 昭夫 

元禄１３年（１７００）検地水帳について 

水野氏改易に伴う福山藩領の検地） 
近藤 昭夫 

登録有形文化財について 近藤 昭夫 

写真探訪 あの場所の昔と今  

大山池古墳群 鶴本 節子 

２０20 年 9 月 第１７号 郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 ふるさと探訪 甲奴町 

 空の旅 甲奴町 

 

原始時代の出土品 鶴本 節子 

郷土の年中行事と方言 ～９月～  
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２０２１年１月 第１８号 

 

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 ふるさと賛歌《甲奴町の巻》私を鍛えたふるさと 

 復活 当相撲－こうぬ・松茸レストラン－ 

 特集 写真で見る 街並み今昔 甲奴町 

 碑銘抄 耕地整理の記念碑  

 

近藤 薫明 

郷土の年中行事と方言 ～色々な『正月』～  

足王さん・手王さん（足王神社・手王神社） 鶴本 節子 

こうぬ 想い出アルバム 平田自転車屋・西野 鶴本 節子 

2021 年３月 第１９号 祇園社領四箇保 近藤 昭夫 

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 峠を語る 宇賀峠 

 私たちの学校 甲奴郡 宇賀小学校 

 私の秘蔵写真 日輪兵舎 

 

 

藤原 辰郎 

２０２１年４月 第２０号 近代の神社本殿の創設 近藤 昭夫 

郷土の年中行事と方言 ～雛祭りと御霊会～  

20 21 年 5 月 第 21 号 蘇民将来と厄除け 鶴本 節子 

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 県北 文学紀行 杉本苑子 『終焉』 
 

甲奴の石造物紀行 ＝梶田・戸下＝ 牛馬供養塔 鶴本 節子 

2021 年７月 第２２号 徳川吉宗から褒美を貰った有田村の名主 鶴本 節子 

『祇園池沿革の記録』より 鶴本 節子 

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 碑銘抄 小泉糧一翁頌徳碑 

 

近藤 範二 

甲奴の石造物紀行 ＝梶田・梶田郷＝ 経典供養塔ほか 鶴本 節子 

２０２１年７月 第２３号 甲奴中学校１年生 町内史跡めぐりの報告 

甲奴中１年生 感想 
鶴本 節子 

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 県北 文学紀行 杉本苑子 『終焉』 

 いも代官腹心 伊達金三郎のこと 

 

ここはどこでしょう  

甲奴の石造物紀行 ＝梶田・戸下＝ 東郷池の大師像ほか 鶴本 節子 

 

発行日・号 記事の題名 筆者 

 

20 21 年１２月 第２４号 『ふるさとの足跡』から 天神山法光寺 鶴本 節子 

郷土の年中行事と方言 ～荒神祭～  

こうぬ 想い出アルバム 昔の絵葉書より 大祭御神輿御幸 田森 孝仁 

甲奴の石造物紀行 ＝本郷・井堀＝  鶴本 節子 

別紙 甲奴の年越し  
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20 22 年２月 第２５号 『甲奴郷土史だより』を振り返る あの記事をもう一度・・・ 

 ・甲奴町内の狛犬  
藤原 一三 

狛犬について 鶴本 節子 

村上水軍の知恵 観天望気 鶴本 節子 

初代藩主 水野勝成と福山城築城４００年 鶴本 節子 

『元禄 検地水帳抜湯村』修復完了の報告 鶴本 節子 

廃寺を訪ねて 仏通山宝積寺（小童・麓） 鶴本 節子 

備後国 名勝図 作木村 常清の滝・今高野山  

20 22 年５月 第 26 号 古文書を読む《安堵状》 鶴本 節子 

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 ふるさとの道 矢野の神祇道 

 カーターさんがやって来た 

 

甲奴の堂さん・申文堂 矢原 鶴本 節子 

こうぬ 想い出アルバム 昭和３０年代の結婚式 鶴本 節子 

古城址探訪 神辺城 鶴本 節子 

甲奴の石造物紀行 ＝本郷・矢原＝  鶴本 節子 

20 22 年 7 月 第 27 号 福山藩砂留 鶴本 節子 

『甲奴郷土史だより』を振り返る あの記事をもう一度・・・ 

 ・空梅雨の年の「雨ごい」 
世良 昌士 

古文書を読む《御教書》 鶴本 節子 

こうぬ 想い出アルバム 災害編 鶴本 節子 

20 22 年１０月 第２８号 報告 三次市出前講座 次世代に伝えよう 貴重な文化財 

『寺町廃寺』 
鶴本 節子 

甲奴の伝説と民話 「砂が淵の竜」 鶴本 節子 

中世の山城について 【小童・麓山城】 鶴本 節子 

甲奴の民俗 ＝亥の子＝ 鶴本 節子 

ここはどこでしょう  

甲奴の石造物紀行 ＝福田＝  鶴本 節子 

20 23 年２月 第２９号 『旧正月』をなぜ日本は祝わなくなったのか 鶴本 節子 

ここはどこでしょう  

甲奴の伝説と民話 宇賀編・上川編  

甲奴の石造物紀行 ＝サイの神＝  鶴本 節子 

江戸時代の流行り病 ＝コロリ＝ 鶴本 節子 

季節のことば《雨水》 鶴本 節子 

 

発行日・号 記事の題名 筆者 
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発行日・号 記事の題名 筆者 

20 23 年８月 第 30 号 近隣の歴史を探る＝神石高原町＝ 鶴本 節子 

ここはどこでしょう  

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 甲奴郡 小童小学校 私たちの学校 

 わが母校 甲奴町広定中学校 

 

 

近藤 範二 

重岡山遺跡発掘調査現地説明会に参加して 鶴本 節子 

季節のことば《七十二候》 鶴本 節子 

日本 災害の歴史 鶴本 節子 

20 ２３年１０月 第 31 号 近隣の歴史を探る＝世羅町＝ 鶴本 節子 

ここはどこでしょう  

古写真を見る《上下町》  

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 サークル紹介 塩貝大神楽曲打太鼓保存会 
 

大切にしたい 民俗文化財 鶴本 節子 

季節のことば《神無月の由来》 鶴本 節子 

20 24 年 1 月 第 32 号 近隣の歴史を探る＝上下町＝ 鶴本 節子 

ここはどこでしょう  

季節のことば《縁起物・招き猫》 鶴本 節子 

郷土誌「げいびグラフ」から《ああ、懐かしの甲奴・・・》 

 特集 県北の性神考 

 碑銘抄 歌碑  

 

 

秋山 薫 

古い写真 祇園祭 秋山 謙蔵 

甲奴 神社探訪【大仙神社】 鶴本 節子 

懐かしの民具 『ほぼろ』 『唐箕』  

ご報告いたします  

 

  文字が小さく、見えにくいかもしれませんが、ご了承ください。 

 

 懐かしいと思われる方、こんな記事があったのかと思われた方など、一覧にしてみるとい

ろいろな思いを持たれると思います。こんなにたくさんの歴史や民俗の記事にできることが

甲奴町にはあったのかと改めて思いました。 

 

 また、㈱菁文社が発行されていた『げいびグラフ』からも、甲奴町を取り上げた記事を掲

載させていただきました。詳しく取材された記事は、今読んでもおもしろく、興味深く感じまし

た。 
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ó ᶍ ᶎᴲ ᵳᶬᶍ ᶍᵡᶪ ᶍ ᶆᵸ  G

ᵴᶅᴲᶈᵲᶆᵶᶦᵥᵪ§                       ù ᵧᶎᴲ ᶍḢᴻḀᶊ G

 

ó ᶍ ᶍᵡᶪ ╓ᶆᵸ G

ᵴᶅᴲᵲᵲᶎᶈᵲᶆᵶᶦᵥᵪ§               ù ᵧᶎᴲ ᶍḢᴻḀᶊ G
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 Ӛ
 

 ӛ
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

五
月
の
立
夏
頃
の
季
節
の
こ
と
ば
に
、
竹
笋
生
（た
け
の
こ
し
ょ
う
ず
） 

 
 

 

が
あ
り
ま
す
。
五
月
一
五
日
頃
か
ら
二
〇
日
頃
ま
で
の
季
節
の
こ 

 
 

 

と
ば
で
す
。 

  
 

 
 

筍
の
旬
は
年
に
一
度
、
本
当
に
一
瞬
で
す
。
最
近
は
冷
凍
し
た 

 
 

 

も
の
や
水
煮
に
な
っ
た
も
の
な
ど
、
い
つ
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な 

 
 

 

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
採
れ
た
て
の
筍
に
勝
る
も
の
は
な
い
の
で
は 

 
 

 

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

ゆ
が
い
た
り
、
焼
い
た
り
、
筍
ご
飯
、
わ
か
め
と
一
緒
に
炊
く
若 

 
 

 

竹
煮
も
美
味
し
い
も
の
。
筍
に
添
え
る
山
椒
の
す
が
す
が
し
い
香 

 
 

 

り
も
ま
た
夏
の
始
ま
り
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。 

  
 

 
 

竹
は
節
目
を
作
り
な
が
ら
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
そ
の
強
い
生
命 

 
 

 

力
に
あ
や
か
っ
て
、
節
度
と
し
な
や
か
な
強
さ
の
象
徴
と
さ
れ
て 

 
 

 

き
ま
し
た
。
一
日
で
数
十
セ
ン
チ
ず
つ
、
『
雨
後
の
筍
』と
も
い
う
よ 

 
 

 

う
に
雨
が
降
っ
た
後
は
、
驚
く
ほ
ど
一
斉
に
伸
び
る
こ
と
で
知
ら 

 
 

 

れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

さ
ま
ざ
ま
な
草
木
が
青
葉
の
勢
い
を
増
し
て
い
く
中
で
、
地
中
の 

 
 

 

筍
を
育
て
て
い
る
親
竹
た
ち
は
黄
ば
ん
で
、
ど
ん
ど
ん
葉
を
落
と 

 
 

 

し
ま
す
。
そ
の
姿
か
ら
、
日
本
人
は
こ
の
季
節
を
『竹
の
秋
』と
呼 

 
 

 

び
、
若
竹
が
育
っ
て
青
葉
が
さ
わ
さ
わ
と
涼
し
げ
に
揺
れ
る
初
秋 

 
 

 

を
『
竹
の
春
』と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
古
葉
が
ど
っ
さ
り
と
散
り
積 

 
 

 

も
っ
た
地
面
か
ら
、
ち
ょ
こ
ん
と
顔
を
出
す
筍
に
は
風
情
が
あ
り 

 
 

 

ま
す
。 

  
 

 
 

ま
た
、
こ
の
季
節
の
季
語
に
、
常
盤 

 
 

 

木
落
葉
（と
き
わ
ぎ
お
ち
ば
）
と
い
う
言
葉 

 
 

 

が
あ
り
ま
す
。
常
緑
樹
は
新
し
い
葉 

 
 

 

が
整
う
に
つ
れ
、
古
い
葉
を
は
ら
は
ら 

 
 

 

と
落
と
し
ま
す
。
新
葉
に
入
れ
変
わ
っ 

 
 

 

た
常
緑
樹
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う 

 
 

 

に
い
き
い
き
と
し
て
、
裸
木
か
ら
一
気 

 
 

 

に
葉
を
茂
ら
せ
た
落
葉
広
葉
樹
た
ち 

 
 

 

と
す
っ
か
り
足
並
み
を
揃
え
、
光
さ
ざ 

 
 

 

め
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

常
盤
木
落
葉
は
そ
れ
ぞ
れ 

個
別
に
樫
落
葉
（か
し
お
ち
ば
） 

楠
落
葉
（く
す
お
ち
ば
）
、 

杉
落
葉
（す
ぎ
お
ち
ば
）
、 

松
落
葉
（ま
つ
お
ち
ば
）
と
い
う 

場
合
も
あ
り
、
簡
単
に
夏
落
葉 

（な
つ
お
ち
ば
）
と
も
い
い
ま
す
。 

  
 

 
 

竹
は
イ
ネ
科
な
の
で
、
稲
と
同
じ
よ
う
な 

 
 

 

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
し
か
し
、
孟
宗
竹
は
六 

 
 

 
七
年
に
一
度
、
真
竹
は
一
二
〇
年
に
一
度 

 
 

 
し
か
花
を
咲
か
せ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

も
し
竹
の
花
が
見
ら
れ
た
ら
、
と
て
も
幸
運 

 
 

 

な
こ
と
で
す
ね
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

【参
考
資
料
】・
暦
生
活 

高
月
美
樹 
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近
隣
の
歴
史
を
探
る 

＝
庄
原
市
東
城
町
＝ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

鶴
本 

節
子 

  
 

 
 

庄
原
市
東
城
町
と
い
え
ば
、
歴
史
好
き
な
人
に
は
旧
石
器
時
代 

 
 

 

の
遺
跡
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
し
、
自
然
の
好
き
な
人
は
帝
釈

峡
の
新
緑
や
紅
葉
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
う
。 

 
 

 
 

今
回
は
、
太
古
の
昔
か
ら
人
々
の
生
活
が
息
づ
く
東
城
町
を
探

っ
て
み
た
い
と
思
う
。 

   

Ә

Ǭ
～

ᾒ

Ǭ

 

 
 

 
 

東
城
町
と
そ
の
周
辺
の
石
灰
岩
台
地
を
中
心
と
し
て
、
数
々
の

原
始
古
代
人
の
住
居
跡
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

こ
の
付
近
の
原
始
古
代
人
は
、
冬
暖
か
く
夏
涼
し
い
石
灰
岩
台

地
の
洞
窟
や
岩
陰
を
住
居
に
し
て
、
当
時
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い

た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
狩
猟
し
た
り
、
川
の
魚
や
貝
類
を
採
っ
た

り
、
木
の
実
や
山
芋
を
採
取
し
た
り
し
て
、
豊
か
な
生
活
を
営
ん

で
い
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

ま
た
、
こ
の
付
近
の
原
始
古
代
人
は
、
瀬
戸
内
沿
岸
と
の
交
流
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
地
方
に
は
な
い
安
山
岩
や
黒
曜
石
製
の
石
器

や
石
片
、
腕
輪
や
首
飾
り
な
ど
の
海
産
貝
の
装
身
具
が
遺
跡
か
ら

出
土
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

東
城
町
周
辺
の
各
遺
跡
で
は
、
同
じ
遺
跡
か
ら
縄
文
時
代
か
ら

弥
生
時
代
に
か
け
て
の
各
時
期
に
わ
た
る
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、

長
い
間
に
わ
た
っ
て
原
始
古
代
人
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 

旧
石
器
時
代
の
遺
物
が
出
土 

 
 

し
た
の
は
、
東
城
町
帝
釈
始
終 

 
 

の
帝
釈
馬
渡
岩
陰
遺
跡
と
神
石 

 
 

町
永
野
の
帝
釈
観
音
堂
洞
窟 

 
 

遺
跡
の
二
か
所
で
あ
る
。 

 
 

 

帝
釈
馬
渡
岩
陰
遺
跡
か
ら
は 

 
 

安
山
岩
製
の
刃
器
や
石
片
、
現 

 
 

在
は
絶
滅
し
て
い
る
ヤ
ベ
オ
オ 

 
 

ツ
ノ
ジ
カ
の
顎
骨
が
出
土
し
て 

 
 

お
り
、
約
二
万
年
前
に
こ
の
地
で
人
間
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
を 

 
 

示
し
て
い
る
。 

               
 
 
 

東
城
町
帝
釈
未
渡
の
寄
倉
岩
陰
遺
跡
や
帝
釈
観
音
堂
遺
跡
か
ら

は
、
縄
文
時
代
各
時
期
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
土
器
が
年
代
順
に

 

 

 
◆上の写真：帝釈馬渡岩陰遺跡 

◆下の写真：帝釈観音堂洞窟遺跡  

 

◆上の写真：ヤベオオツノジカ 
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出
土
し
て
お
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
原
始
古
代
人
が
生
活
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
帝
釈
未
渡
の
名
越
遺
跡
か 

 
 

 
ら
出
土
し
た
縄
文
晩
期
の
土
器
の 

 
 

 

底
に
、
稲
籾
の
痕
が
残
っ
て
い
た
こ
と 

 
 
 

か
ら
、
帝
釈
川
の
下
流
と
な
る
高
梁 

 
 

 

川
の
周
辺
で
は
、
す
で
に
稲
作
が
始 

 
 

 

ま
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

久
代
の
長
者
が
原 

 
 

 

遺
跡
か
ら
は
、
祭
儀 

 
 

 

に
用
い
ら
れ
た
と 

 
 

 

考
え
ら
れ
る
安
山 

 
 

 

岩
製
の
石
棒
が
出 

 
 

 

土
し
、
小
奴
可
の 

 
 

 

持
丸
遺
跡
か
ら
も 

 
 

 

縄
文
土
器
の
小
破
片
が
多
数
散
乱 

 
 

 

出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の 

 
 

 

東
城
町
全
域
に
わ
た
っ
て
縄
文
人
が 

 
 

 

生
活
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

弥
生
時
代
に
な
る
と
水
稲
栽
培
が 

 
 

 

本
格
的
に
普
及
し
、
人
々
の
生
活
の 

 
 

 

場
は
狩
猟
に
好
都
合
な
山
岳
丘
陵
地
帯
か
ら
水
田
耕
作
に
向
い

た
低
地
に
移
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

 
 

東
城
町
内
の
弥
生
遺
跡
は
、
帝
釈
の
多
く
の
縄
文
時
代
の
遺
跡

か
ら
も
弥
生
時
代
各
期
の
土
器
や
石
器
も
出
土
し
て
い
て
、
福
代

の
平
谷
遺
跡
か
ら
弥
生
中
期
の
土
器
片
、
川
西
の
若
松
遺
跡
で
は

竪
穴
式
住
居
跡
か
ら
弥
生
後
期
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

ほ
か
に
も
、
川
西
の
浪
方
洞
窟
遺
跡
、
戸
宇
の
津
々
良
遺
跡
、
川

東
の
久
松
遺
跡
な
ど
か
ら
も
弥
生
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
弥
生
人
が
東
城
川
の
両
岸
で
稲
作
を
し
な
が
ら
生
活
を

し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
戸
宇
の
大
仙
山
遺
跡 

 
 

 

や
牛
川
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生 

時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の 

 
 

 

土
壙
墓
が
出
土
し
て
い
る
。 

  

Б
ᴍ

Ǭ

 

 
 

 
 

ヤ
マ
ト
王
権
（
大
和
朝
廷
）
が 

 
 

 

成
立
し
た
三
世
紀
後
半
か
ら
、 

 
 

 

畿
内
か
ら
瀬
戸
内
海
沿
岸
に 

 
 

 

か
け
て
、
当
時
の
権
力
者
の
墓
所
で
あ
る
古
墳
が
数
多
く
発
掘
さ 

 
 

 

れ
た
が
、
東
城
町
内
に
も
三
〇
〇
を
超
え
る
古
墳
が
確
認
さ
れ
て 

 
 

 

い
る
。 

 
 

 
 

古
墳
の
形
式
は
、
八
基
が
前
方
後
円
墳
（
帆
立
貝
式
を
含
む
）の 

 
 

 

他
は
円
墳
で
、
横
穴
式
石
室
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
谷
間
や
盆 

 
 

 

地
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘
や
尾
根
の
上
、
あ
る
い
は
山
腹
の
斜
面 

 
 

 
な
ど
に
築
か
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

古
墳
時
代
の
東
城
町
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
吉
備
勢
力
と
出
雲
勢
力

の
境
界
付
近
に
当
た
り
、
古
墳
に
横
穴
式
石
室
が
多
い
こ
と
か
ら 

 
 

 

出
雲
勢
力
の
支
配
下
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

 

◆上の写真：寄倉岩陰遺跡 

 
◆上の写真：名越岩陰遺跡 

 

 

◆上の写真：土壙墓 
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東
城
付
近
で
は
、
古
墳
時
代
か
ら 

 
 
 

砂
鉄
を
原
料
と
し
た
製
鉄
が
始
ま
っ 

 
 

 

た
も
の
と
み
ら
れ
、
東
城
町
内
の
古 

 
 

 

墳
か
ら
は
鉄
斧
・鉄
や
じ
り
・
鉄
刀 

 
 

 

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

我
が
国
で
本
格
的
に
製
鉄
が
始
ま 

っ
た
の
は
、
古
墳
時
代
（三
～
六
世
紀
） 

か
ら
で
、
広
島
県
内
で
は
、
戸
の 

丸
山
（
と
の
ま
る
や
ま
）
製
鉄
遺
跡 

（庄
原
市
）
や
白
ヶ
迫
（
し
ら
が
さ
こ
） 

製
鉄
遺
跡
（三
次
市
三
良
坂
町
）な
ど 

で
六
世
紀
頃
の
製
鉄
炉
が
見
つ
か
っ
て 

い
る
。 

 

ᵍ

Ǭ

ἳ
ḛ

Ǭ

 

 
 

 
 

現
在
の
東
城
町
と
隣
り
の
西
城
町
の
範
囲
は
、
古
く
は
『奴
可 

 
 

 

（ぬ
か
）
郡
』と
よ
ば
れ
て
い
た
。
東
城
町
の
北
部
に
あ
る
小
奴
可
と 

 
 

 

い
う
地
名
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。 

 
 

 
 

奈
良
時
代
の
大
化
改
新
以
後
の
律
令
制

꞉

の
も
と
で
税
制
が
整
え
ら
れ
、
養
蚕
に
よ

る
絹
糸
に
て
納
税
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
東
城
町
が
養
蚕
に

向
か
ず
、
製
鉄
が
適
し
て
い
た
た
め
、
延
暦
二
四
（
八
〇
五
）
年
に

備
後
国
の
奴
可
郡
な
ど
八
郡
に
お
い
て
は
、
今
後
永
久
に
絹
糸
の

代
わ
り
に
、
鍬
や
鉄
で
納
税
す
る
こ
と
を
朝
廷
に
請
願
し
て
許
さ

れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。 

 
 

 
 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
平
安
時
代
に
は
す
で
に
東
城
町
の
製
鉄
が
相 

 
 

 

当
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

奈
良
時
代
に
は
仏
教
に
よ
る
国
家
鎮
護
の
思
想が

広
ま
っ
た
た
め
、 

 
 

 

朝
廷
が
全
国
に
国
分
寺
・国
分
尼
寺
を
建
立
し
、
仏
教
信
仰
が
奨

励
さ
れ
た
。
町
内
に
お
い
て
も
、
帝
釈
の
永
明
寺
や
川
東
の
千
手

寺
が
、
当
時
の
豪
族
勢
力
を
背
景
に
奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
武
士
勢
力
が
台
頭
し
て
き
て
、
源
氏

や
平
氏
が
大
き
な
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

『吾
妻
鏡
』・
『
平
家
物
語
』・
『
源
平
盛
衰
記
』
に
よ
れ
ば
、
備
後
国 

 
 

 

に
奴
可
入
道
西
寂
と
い
う
武
士
が
い
て
、
源
頼
朝
の
挙
兵
に
応
じ 

 

 

◆
右
の
写
真
：
前
方
後
円
墳 

 

大
仙
陵
古
墳 

 

◆
右
の
写
真
：
前
方
後
円
墳
の 

部
分
の
名
称 

 
◆上の写真：横穴式石室の部分の名称 

 
◆上の写真 

戸の丸山製鉄遺跡 
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て
高
縄
城
に
籠
城
し
た
伊
予
の
住
人
河
野
通
清
を
、
平
氏
の
命
に

よ
り
攻
め
て
殺
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

 
 

 
 

こ
の
奴
可
入
道
西
寂
は
、
平
氏
関
係
の
荘
園
で
あ
っ
た
奴
可
郡 

 

 
 

 
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
武
士
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
文
献
に 

 
 

 

は
、
小
奴
可
の
亀
山
城
が
西
寂
の
居
城
で
あ
っ
た
と
の
伝
え
を
載 

 
 

 

せ
て
い
る
。 

                     

ɟ

Ǭ

 

 
 

 
 

鎌
倉
幕
府
四
代
将
軍 

藤
原
頼
経
の 

 
 

 

父
で
あ
る
九
条
道
家
が
建
長
二
（一
二 

 
 

 

五
〇
）年
一
一
月
に
定
め
た
所
領
な
ど 

 
 

 

の
財
産
を
親
族
な
ど
に
譲
渡
す
る
際
、 

 
 

 

そ
の
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
し 

 
 

 

た
証
文
『九
条
道
家
惣
処
分
状
』
に
よ
る 

 
 

 

と
、
鎌
倉
時
代
の
始
め
【備
後
国
奴
可
東 

 
 

 

条
】が
関
白
九
条
家
を
本
所
と
し
、
光
明
峯
寺
を
領
家
と
す
る
荘 

 
 

 

園
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

 
 

 
 

奴
可
入
道
西
寂
を
荘
官
と
し
て
、
平
氏
が
所
有
し
て
い
た
奴
可 

 
 

 

郡
一
帯
の
荘
園
を
鎌
倉
幕
府
が
没
収
の
う
え
、
【奴
可
西
条
】（現 

 
 

 

在
の
西
城
町
）
と
【奴
可
東
条
】（現
在
の
東
城
町
）
に
分
割
し
て 

 
 

 

奴
可
東
条
が
関
白
九
条
家
に
寄
進
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

 
 

な
お
、
【奴
可
東
条
】の
呼
び
名
は
、
江
戸
時
代
の
始
め
ま
で
使
用 

 
 

 

さ
れ
て
い
た
。 

 

ḫ

Ǭ

 

 
 

 
 

南
北
朝
時
代
か
ら
品
治
郡
新
市
（
現
在
の
福
山
市
新
市
町
）
の 

 
 

 

亀
寿
山
城
に
本
拠
を
置
い
た
宮
盛
重
と
そ
の
一
族
が
備
後
国
南 

 
 

 
部
に
支
配
を
広
げ
、
奴
可
郡
も
そ
の
勢
力
下
に
置
く
よ
う
に
な
っ 

 
 

 
た
。 

 
 

 
 

記
録
に
よ
れ
ば
、
宮
盛
重
は
「東
条
之
内
宇
計
原
村
」（
東
城
町 

 
 

 

受
原
）
を
中
興
寺
に
寄
進
し
、
宮
満
重
は
貞
治
六
（一
三
六
七
）
年 

 
 

 

か
ら
応
安
元
（一
三
六
八
）
年
に
か
け
て
千
手
寺
を
再
建
し
、
宮 

 

◆
右
の
写
真
：
帝
釈 

永
明
寺 

 

◆上の写真：川東 千手寺 

 

◆上の写真：伊予 高縄城跡 

 

◆上の写真：小奴可 亀山城跡 

 

◆
藤
原
頼
経 
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政
盛
は
文
安
三
（一
四
四
六
）年
か
ら
長
禄
元
（一
四
五
七
）年
に 

 
 

 

か
け
て
菅
の
徳
雲
寺
を
建
立
す
る
な
ど
、
亀
寿
山
城
の
宮
氏
と
東 

 
 

 
 

 
城
と
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

                       

 
 

 
 

宮
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
藤
原
北
家
小
野
宮
流
の

末
裔
が
土
着
し
て
、
備
後
の
吉
備
津
神
社
の
社
家
を
務
め
た
と
す

る
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
異
説
と
し
て
は
吉
備
氏
・
村
上
源

氏
・
清
和
源
氏
説
も
あ
る
。 

  
 

 
 

亀
寿
山
城
の
宮
氏
に
よ
る
支
配
は
戦
国
時
代
ま
で
続
い
た
が
、 

 
 

 

戦
国
時
代
に
は
尼
子
方
に
つ
い
て
い
た
た
め
、
天
文
三
（
一
五
三
四
） 

 
 

 

年
大
内
氏
の
命
を
受
け
た
毛
利
元
就
の
攻
撃
を
受
け
、
宮
直
信
は 

 
 

 

急
病
死
し
、
そ
の
嫡
子
元
盛
は
降
伏
し
て
毛
利
氏
の
家
臣
と
な
っ 

 
 

 

た
。 

  
 

 
 

一
方
、
大
和
国
宇
多
郡
を
領
有
し
て
い
た
宮
利
吉
（前
述
の
宮 

 
 

 

氏
と
は
別
）
が
、
山
名
氏
清
の
謀
反
に
加
担
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、 

 
 

 

室
町
幕
府
は
宮
利
吉
の
領
地
を
没
収
し
た
た
め
、
応
永
六
（
一
三 

 
 

 

九
九
）年
に
宮
利
吉
は
三
〇
余
人
の
家
臣
と
共
に
、
東
城
町
久
代 

 
 

 

に
移
り
、
そ
の
後
比
田
山
城
を
築
い
た
。
こ
れ
が
久
代
宮
氏
の
始 

 
 

 

ま
り
と
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

久
代
宮
氏
は
、
そ
の
後
勢
力
を
広
げ 

 
 

 

宮
利
吉
か
ら
五
代
目
の
宮
景
友
の
と 

 
 

 

き
に
現
在
の
東
城
町
川
西
に
五
本
竹 

 
 

 

（五
品
獄
）城
を
築
き
、
そ
の
次
の
宮 

 
 

 

高
盛
の
と
き
に
現
在
の
西
城
町
に
大 

 
 

 
富
山
城
を
築
い
て
本
拠
と
し
た
こ
と 

 
 

 
か
ら
、
以
後
『東
城
』・
『西
城
』と
い
う 

 
 

 

名
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

現
在
五
品
獄
城
は
散
策
で
き
る
よ
う 

 
 

 

に
整
備
し
て
あ
る
。 

 

 

 

 

右
の
図
は
室
町
時
代
の
支
配
図
で
、 

上
は
宮
氏
の
系
図
で
あ
る
。 

 

備
後
国
一
宮
と
は
、
福
山
市
新
市

町
宮
内
に
あ
る
「
一
宮
（
い
っ
き
ゅ
う
）
さ

ん
」
で
知
ら
れ
る
、
備
後
一
宮
吉
備

津
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

◆東城町久代宮原にある比田山城跡 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E5%8C%97%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E9%87%8E%E5%AE%AE%E6%B5%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%AA%E6%97%8F#%E5%B0%8A%E5%B1%9E%E3%81%A8%E5%8D%91%E5%B1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E5%82%99%E6%B4%A5%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E7%A6%8F%E5%B1%B1%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%9A%E8%AA%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E5%82%99%E6%B0%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%91%E4%B8%8A%E6%BA%90%E6%B0%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%91%E4%B8%8A%E6%BA%90%E6%B0%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E5%92%8C%E6%BA%90%E6%B0%8F


16 

 

 
 

 
 

久
代
宮
氏
は
、
戦
国
時
代
に
は
毛
利 

 
 

 

氏
に
属
し
、
天
文
二
（一
五
三
三
）年 

 
 

 
に
尼
子
方
の
軍
勢
が
備
後
国
へ
侵
入
し 

 
 

 
て
き
た
の
を
備
中
神
代
（現
在
の
岡
山 

 
 

 

県
新
見
市
）
の
合
戦
で
敗
退
さ
せ
て
お 

 
 

 

り
、
天
文
五
（一
五
三
六
）年
秋
に
は 

 
 

 

尼
子
経
久
の
軍
勢
が
大
富
山
城
を
攻 

 
 

 

め
て
き
た
も
の
を
、
優
勢
の
う
ち
に
和 

 
 

 

睦
し
撤
退
さ
せ
た
。 

  
 

 
 

な
お
、
平
安
後
期
に
奴
可
入
道
西
寂 

 
 

 

の
居
城
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
小
奴
可
の 

 
 

 

亀
山
城
は
、
元
弘
年
間
（一
三
三
一
～
三
四
）
に
は
奴
可
源
吾
が
、 

 
 

 

明
徳
年
間
（一
三
九
〇
～
九
四
）
に
は
奴
可
平
四
郎
が
居
城
し
た 

 
 

 

と
伝
え
ら
れ
る
が
、
戦
国
時
代
に
は
久
代
宮
氏
の
一
族
の
小
奴
可 

 
 

 

氏
が
本
拠
を
置
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

ḛ
Ԑ

Ẓ

Ǭ

 

 
 

 
 

久
代
宮
氏
は
長
く
東
城
を
治
め
て
い
た
が
、 

 
 

 

毛
利
輝
元
が
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
朝
鮮
へ 

 
 

 

出
兵
し
た
際
に
、
家
臣
の
知
行
高
を
調
査
し 

 
 

 

た
と
こ
ろ
、
宮
広
尚
が
虚
偽
の
過
少
申
告
を 

 
 

 

し
た
こ
と
で
輝
元
の
怒
り
を
買
い
、
天
正
一 

 
 

 

八
（一
五
九
〇
）年
に
出
雲
塩
谷
城
主
で
あ 

 
 

 

っ
た
天
野
新
兵
衛
尉
元
嘉
と
国
替
え
と
な
り 

 
 

 

東
城
の
地
を
去
っ
た
。 

知
行
高
（ち
ぎ
ょ
う
だ
か
）
と
は
、
領
地
の
石
高
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 
 

そ
の
翌
年
、
毛
利
氏
の
家
臣
で
あ
る
佐
波
越
後
守
広
忠
が
東
城 

 
 

 

に
赴
任
し
、
奴
可
・
神
石
両
郡
約
一
万
石
を
領
有
し
た
も
の
と
考 

 
 

 

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

♄

Ǭ

 

 
 

 

 
 

 
 

慶
長
五
（一
六
○
○
）年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
毛
利
氏
が
石
田
三 

 
 

 

成
側
の
西
軍
に
つ
い
た
た
め
、
西
軍
が
破
れ
る
と
毛
利
氏
は
周
防 

 
 

 

長
門
の
二
か
国
に
減
封
さ
れ
、
山
口
県
の
萩
へ
移
っ
た
の
と
同
時
に 

 
 

 

家
臣
の
佐
波
広
忠
も
東
城
の
地
を
離
れ
、
萩
に
移
っ
た
。 

  
 

 
 

毛
利
氏
の
後
に
安
芸
国
・
備
後
国
の
太
守
（た
い
し
ゅ: 

一
国
以
上
を
領

有
し
た
大
名
。
国
主
大
名
。
）
に
任
せ
ら
れ
た
福
島
正
則
は
、
三
家
老
の 

 
 

 

一
人
で
あ
る
長
尾
隼
人
正
一
勝
を
五
品
嶽
城
主
に
任
命
し
た
。 

 
 

 
 

長
尾
一
勝
は
、
ま
ち
づ
く
り 

 
 

 

を
積
極
的
に
推
進
し
、
都
市 

 
 

 

計
画
に
基
づ
く
街
路
の
区
割 

 
 

 

り
を
定
め
て
お
り
、
現
在
の 

 
 

 

東
城
の
中
心
街
の
原
型
は
こ 

 
 

 
の
と
き
に
整
っ
た
も
の
と
考
え 

 
 

 
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

ま
た
長
尾
一
勝
は
、
菩
提
寺 

 
 

 

を
千
手
寺
に
祈
願
寺
を
法
恩
寺
に
定
め
、
法
恩
寺
に
大
般
若
経 

 
 

 

を
寄
進
し
た
り
、
徳
了
寺
の
敷
地
を
寄
進
し
、
帝
釈
の
永
明
寺
に 

 

◆東城町川西にある五品嶽城跡 

 

 
◆毛利輝元 

  

◆福島正則 
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鰐
口
を
寄
進
す
る
な
ど
、
寺
院
の
保 

 
 

 

護
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ 

 
 

 
る
。 

 
 

 
 

長
尾
隼
人
正
一
勝
の
死
後
、
そ
の 

 
 

 

子
勝
行
が
父
の
供
養
の
た
め
、
地
輪 

 
 

 

の
正
面
に
父
一
勝
の
略
歴
を
刻
ん
だ 

 
 

 

五
輪
塔
を
建
立
し
た
も
の
が
、
現
在 

 
 

 

も
千
手
寺
に
残
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

こ
の
五
輪
塔
は
、
形
が
整
い
か
つ
大 

 
 

 

き
い
の
で
、
長
尾
氏
の
勢
力
が
大
き 

 
 

 

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
長
尾
氏
の
軍
勢
の
様
子
は
、 

 
 

 

毎
年
秋
に
東
城
で
行
わ
れ
る
『お
通
り
』 

 
 

 

の
武
者
行
列
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

長
尾
氏
は
、
二
代
目
の
勝
行
の
と
き
に 

 
 

 

主
君
福
島
正
則
が
改
易
に
な
っ
た
た
め 

 
 

 

東
城
を
去
り
、
以
後
津
山
藩
主
に
仕
え 

 
 

 

た
。 

         

 
 

 
 

元
和
五
（一
六
一
九
）年
に
福
島
正
則
が
改
易
さ
れ
た
後
、
浅
野 

 
 

 

長
晨
が
広
島
城
に
入
り
、
安
芸
国
全
部
と
備
後
国
八
郡
を
治
め 

 
 

 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
浅
野
藩
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

 
 

 
 

東
城
に
は
当
初
家
老
の
亀
田
大
隅
守
高
綱
が
配
備
さ
れ
た
が
、 

 
 

 

他
の
家
老
と
の
確
執
か
ら
浅
野
藩
を
退
藩
す
る
事
件
が
あ
り
、
寛 

 
 

 

永
五
（一
六
二
八
）年
に
郡
を
治
め
る
の
に
功
績
の
あ
っ
た
浅
野
高 

 
 

 

英
を
家
老
に
取
り
立
て
て
東
城
に
配
備
し
、
以
後
浅
野
藩
の
三
家 

 
 

 

老
の
ひ
と
つ
東
城
浅
野
家
と
し
て
、
代
々
東
城
の
地
を
明
治
維
新 

 
 

 

ま
で
治
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

な
お
、
東
城
浅
野
家 

 
 

 

の
家
老
が
家
来
を
引
き 

 
 

 

連
れ
、
主
君
の
ご
神
幸 

 
 

 

に
随
行
し
た
大
名
行
列 

 
 

 

を
再
現
し
た
も
の
も
、 

 
 

 

秋
の
『お
通
り
』
で
見
る 

 
 

 

こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

 
 

 
 

中
国
山
地
に
は
良
質
の
砂
鉄
を
含
む
岩
石
が
分
布
し
、
古
く
か 

 
 

 

ら
砂
鉄
を
原
料
と
し
た
『た
た
ら
製
鉄
』が
盛
ん
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
山
土
か
ら
砂
鉄
を
採
取
す
る
『
鉄
穴 

 
 

 
流
し
（か
ん
な
な
が
し
）
』が
各
村
々
の
農
家
の
副
業
と
し
て
行
わ
れ
て 

 
 

 
お
り
、
鍛
冶
屋
で
の
労
務
に
地
元
農
民
が
雇
用
さ
れ
た
り
、
砂
鉄 

 
 

 

を
溶
解
す
る
の
に
使
う
木
炭
の
生
産
や
駄
馬
運
送
に
よ
り
、
農
家 

 
 

 

の
家
計
を
大
い
に
潤
わ
せ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

た
だ
、
た
た
ら
製
鉄
の
発
展
は
鉄
穴
流
し
に
よ
る
水
質
汚
濁
の  

 

◆東城町の古い街並み 

 

◆鰐口 

 
◆東城町千手寺にある長尾一勝 

の五輪塔 

 
◆東城町の有名なイベントの一

つである『お通り』。大名行列、武

者行列、母衣行列、華童子（はな

わらべ）からなる行列を組み 

勇壮・華やかな時代絵巻として毎

年十一月初旬に総勢約 200 人が

市街地を練り歩く。 

 

◆『お通り』の大名行列 
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問
題
を
発
生
し
た
よ
う
で
、
東
城
川
下
流
の
村
々
か
ら
鉄
穴
流
し 

 
 

 

の
中
止
を
求
め
る
紛
争
が
何
度
も
起
こ
り
、
最
後
に
は
幕
府
へ
訴 

 
 

 
え
る
ま
で
に
な
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。 

  
 

 
 

東
城
の
街
は
、
周
辺
の
村
々
か 

 
 

 

ら
の
鉄
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
、 

 
 

 

集
め
ら
れ
た
鉄
は
主
と
し
て
馬 

 
 

 

に
よ
り
備
中
吹
屋
（現
在
の
岡
山 

 
 

 

県
高
梁
市
成
羽
町
）
や
川
之
瀬 

 
 

 

（現
在
の
岡
山
県
新
見
市
正
田
） 

 
 

 

に
送
ら
れ
た
り
、
い
か
だ
や
川
舟 

 
 

 

で
東
城
川
下
流
の
成
羽
に
運
ば
れ 

 
 

 

高
梁
川
下
流
の
玉
島
を
経
由
し
て 

 
 

 

大
阪
や
四
国
高
松
に
送
っ
て
販
売 

 
 

 

さ
れ
た
。 

 
 

 
 

川
舟
の
発
着
場
だ
っ
た
東
城
川 

 
 

 

沿
い
の
場
所
が
、
現
在
も
『
浜
栄
町
』と
い
う
地
名
で
、
当
時
の
繁 

 
 

 

栄
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

 

 
 

 
 

天
明
年
間
（一
七
八
一
～
八
九
）
に
大
火
が
あ
り
、
街
の
ほ
と
ん 

 
 

 

ど
が
焼
失
し
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
家
屋
が
ほ
と
ん
ど
藁
葺
き
で 

 
 

 

あ
っ
た
も
の
が
、
以
後
瓦
葺
き
に
な
り
街
の
景
観
が
整
っ
た
。 

  
 

 
 

『国
郡
志
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
東
城
の
町
家
の
業
種
と
し
て
は
、 

 
 

 

酒
造
・塩
噌
・質
屋
・小
間
物
・反
物
類
・古
手
物
・薬
店
・
か
ざ
り 

 
 

 

屋
・塗
師
・紺
屋
・菓
子
屋
・
ろ
う
そ
く
・鬢
付
・
木
地
細
工
・紙
類 

 
 

 

灯
油
・煙
草
・
鉄
商
・
雑
穀
・
素
麺
師
・
下
鍛
冶
・巧
道
・屋
根
葺
・木 

 
 

 

挽
・桶
屋
・畳
刺
・左
官
・
石
工
・瓦
焼
・旅
籠
屋
・
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ 

 
 

 

く
・
髪
結
・馬
口
労
な
ど
多
種
に
わ
た
っ
て
お
り
、
当
時
か
ら
商
工 

 
 

 

の
街
と
し
て
栄
え
て
い
た
よ
う
だ
。 

  
 

 
 

戸
数
は
、
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）年
に
一
五
六
戸
で
あ
っ
た
も 

 
 

 

の
が
、
文
政
八
（
一
八
二
五
）年
に
は
三
二
五
戸
と
倍
増
し
て
お
り
、 

 
 

 

江
戸
時
代
に
お
け
る
東
城
の
街
の
発
展
ぶ
り
が
わ
か
る
。 

 

Ǭ

ᴿ

Ǭ

 

 

 
 

 
 

現
在
の
東
城
町
の
う
ち
奴
可
郡
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
は
、
江
戸 

 
 

 

時
代
に
は
一
町
二
六
村
に
分
か
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

明
治
政
府
は
、
地
方
行
政
機
構
を
効
率
化
す
る
た
め
、
明
治
二 

 
 

 

二
（一
八
八
九
）
年
四
月
に
町
村
制
を
施
行
し
た
の
に
伴
い
、
奴
可 

 
 

 

郡
に
含
ま
れ
て
い
た
現
在
の
東
城
町
の
部
分
は
、
小
奴
可
村
・田 

 
 

 

森
村
・八
幡
村
・帝
釈
村
・
東
城
村
・久
代
村
の
合
計
六
村
に
ま
と 

 
 

 

め
ら
れ
、
神
石
郡
に
含
ま
れ
て
い
た
部
分
は
新
坂
村
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

明
治
三
一
（一
八
九
八
）年
東
城
村
は
町
制
を
し
き
東
城
町
と 

 
 

 
な
り
、
奴
可
郡
・三
上
郡
・恵
蘇
郡
が
一
緒
と
な
っ
て
比
婆
郡
に
な 

 
 

 
っ
た
。 

 
 

 
 

ち
な
み
に
、
東
城
は
東
城
川
を
利
用
し
た
水
運
に
よ
り
昔
か
ら 

 
 

 

岡
山
県
に
編
入
さ
せ
よ
う
と
い
う
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
結
局
実 

 
 

 

現
し
な
か
っ
た
。 

 

◆たたら製鉄の様子。三日三晩、火を燃やし 

続ける、過酷な作業だった 
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江
戸
時
代
ま
で
備
後
東
城
を
繁
栄
さ
せ
て
い
た
「た
た
ら
製
鉄
」 

 
 

 
関
連
産
業
だ
っ
た
が
、
明
治
時
代
に
な
る
と
輸
入
鉄
鉱
石
を
原
料 

 
 

 

と
し
て
、
洋
式
製
鉄
法
を
用
い
た
釜
石
製
鉄
所
（岩
手
県
）
や
八 

 
 

 

幡
製
鉄
所
（福
岡
県
）
の
操
業
に
よ
り
、
「た
た
ら
製
鉄
」は
価
格
競 

 
 

 

争
力
を
失
い
、
急
速
に
衰
退
し
消
滅
し
て
い
っ
た
。
東
城
町
の
た
た 

 
 

 

ら
は
、
内
堀
の
見
取
原
た
た
ら
を
最
後
に
、
大
正
一
〇
（一
九
二 

一
） 

年
に
消
滅
し
た
。 

そ
の
後
「た
た
ら
製
鉄
」
を
集
約
す
る
形
で
、
木
炭
を
燃
料
と 

 
 

 

し
な
が
ら
砂
鉄
な
ど
を
洋
式
炉
で
製
鉄
す
る
東
城
製
鉄
や
、
輸 

 
 

 

入
鉄
鉱
石
を
主
原
料
に
木
炭
を
燃
料
に
し
て
製
鉄
す
る
帝
国
製 

 
 

 

鉄
が
設
立
さ
れ
た
が
、
結
局
廃
業
・倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

東
城
町
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
鉄
関
係
の
企
業
で
、
現
在
も
存 

 
 

 

続
し
て
い
る
も
の
は
、
鋳
鉄
業
を
発
展
さ
せ
て
日
本
有
数
の
削
岩 

 
 

 

機
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
ヤ
マ
モ
ト
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
（旧 
山
本
鉄
工
所
） 

 
 

 

だ
け
と
な
っ
て
い
る
。 

下
の
写
真
で
奥
の
黄
色
い
壁
の 

 
 

 

建
物
は
、
自
治
寮
家
族
棟
と
い
う 

 
 

 

建
物
で
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財 

（建
造
物
）
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

「た
た
ら
製
鉄
」の
衰
退
と
消
滅 

 
 

 

に
よ
り
、
地
元
産
業
は
転
換
を
余 

 
 

 

儀
な
く
さ
れ
、
農
家
の
副
業
と
し 

 
 

 

て
行
わ
れ
て
い
た
製
炭
は
、
家
庭 

 
 

 

用
の
良
質
な
白
炭
生
産
に
切
り
替 

 
 

 

え
ら
れ
、
輸
送
用
の
馬
の
飼
育
は
和
牛
の
飼
育
へ
と
変
わ
っ
て
い
く 

 
 

 

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
東
城
の
畜
産
は
、
全
国
の
品 

 
 

 

評
会
で
最
優
秀
賞
を
受
け
る
ほ
ど
の
良
質
な
和
牛
の
産
地
と
な 

 
 

 

っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
た
た
ら
産
業
へ
の
労
務
提
供
の
機
会
が
失
わ
れ
た
明
治
三 

 
 

 

〇
年
代
か
ら
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
が
盛
ん
に
な
り
、
明
治
末
期
か
ら 

 
 

 

昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
朝
鮮
・満
州
（
現
中
国
東
北
部
）・
台
湾 

 
 

 

へ
の
移
住
も
流
行
し
た
。 

  
 

 
 

古
い
街
並
み
、
温
泉
、
川 

 
 

 

の
景
色
、
帝
釈
峡
な
ど
な
ど 

 
 

 

見
る
と
こ
ろ
が
多
い
東
城
町
。 

 
 

 
 

車
で
約
一
時
間
。
こ
れ
か
ら 

 
 

 

は
暖
か
く
な
る
の
で
、
ド
ラ
イ 

 
 

 

ブ
が
て
ら
に
ふ
ら
っ
と
足
を
の 

 
 

 

ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ 

 
 

 

う
か
。 

     
 
 

 

【参
考
資
料
・写
真
】 

 
 
 
 
 

・東
城
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
『五
品
嶽
』（昭
和
５
８
年
発
行
） 

 
 
 
 
 

・小
学
校
中
学
年
副
読
本
『
わ
た
し
た
ち
の
東
城
町
』（昭
和
５
８
年
発
行
） 

 
 
 
 
 

・備
後
東
城
の
歴
史 

 

・
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

 

・文
化
庁 

 

・広
島
県 

 
 
 
 
 

・広
島
県
教
育
委
員
会 

 

・ひ
ろ
し
まw

eb

博
物
館 

 

・時
悠
館 

 
 
 
 
 

・ま
ー
ち
ゃ
ん
の
旅
日
記 

 

・毎
日
新
聞 

 

・近
代
建
築w

atch
 

 
◆ヤマモトロックマシン 
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荒
神
社
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
荒
神
さ
ん
は
民
間
信
仰
の
神
「
荒

神
」
を
祀
る
行
い
で
、
家
庭
の
台
所
な
ど
屋
内
で
火
を
使
う
場
所
に
祀

ら
れ
る
「
三
宝
荒
神
」と
屋
外
に
祀
ら
れ
て
屋
敷
や
同
族
、
地
域
の
守
護

神
と
し
て
機
能
す
る
「
地
荒
神
」
に
大
別
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
（
諸
説
あ

り
）。
宇
賀
地
区
貞
国
に
あ
る
荒
神
社
で
は
、
昭
和
の
時
代
に
三
年
に
一 

 
 

 

度
の
大
荒
神
神
楽
の
年
に
は
、
神
宿
に
お
い
て
全
員
で
『わ
ら
へ
び
』 

 
 

 

を
作
り
、
『ゆ
ぐ
り
』に
五
穀
を
入
れ
て
お
祭
り
し
、
あ
と
で
荒
神 

 
 

 

社
へ
御
幣
と
と
も
に
納
め
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

  
 

 
 

『わ
ら
へ
び
』は
う
る
ち 

 
 

 

の
わ
ら
を
氏
子
が
数
束 

 
 

 

ず
つ
持
ち
寄
っ
て
作
る
。 

 
 

 

長
さ
は
五
ｍ
ば
か
り
。
祠 

 
 

 

を
二
回
半
ほ
ど
ま
わ
す 

 
 

 

長
さ
。
下
の
図
の
よ
う
に 

 
 

 

作
る
。
五
穀
は
、
米
・麦 

 
 

 

大
豆
・
そ
ば
・あ
わ
で
あ 

 
 

 

っ
た
が
、
小
豆
・三
度
豆 

 
 

 

な
ど
も
用
い
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

『ゆ
ぐ
り
』も
わ
ら
で 

 
 

 

作
ら
れ
、
五
穀
豊
穣
を 

 
 

 

願
っ
て
お
供
え
し
て
い
た
。 

  
 

 
 

『わ
ら
へ
び
』を
作
る
信
仰 

 
 

 

は
、
日
本
全
国
に
も
あ
り
、
山
陰
の
隠
岐
の
島
や
益
田
市
な
ど
で 

 
 

 

も
『わ
ら
へ
び
』
を
作
り
、
お
祭
り
す
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

最
近
は
『
わ
ら
へ
び
』
作
り
の
話
し
を
聞
か
な
い
の
で
、
い
つ
か
の
時 

 
 

 

点
で
作
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

                      
事
務
局
よ
り 

 
 

●
甲
奴
郷
土
史
研
究
会
と
し
て
発
行
す
る
『
郷
土
史
だ
よ
り
』 

 
 

 

は
最
終
号
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で 

 
 

 

発
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

引
き
続
き
読
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

・昔
の
話
や
地
区
の
行
事
な
ど
、
ご
寄
稿
・お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・古
い
写
真
や
資
料
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
へ
登
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 
・
出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

連
絡
先 

鶴
本 

節
子
（カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 
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